
平成２７年度 事務事業評価シート
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-

-

Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ25
実績

Ｈ26
実績

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ30
目標

Ｈ25
決算

Ｈ26
決算

Ｈ27
予算

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

Ｈ30
予算案

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

462 432 432 432 432 432

69999001 462 432 432 432 432 432

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

1,210 705 2,144 2,144 2,144 2,144

69999003 1,210 705 2,144 2,144 2,144 2,144

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

12,956 13,326 13,326

69999004 12,956 13,326 13,326 0 0 0

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

419 3,175 7,707 7,707 7,707 7,707

69999016 419 3,175 7,707 7,707 7,707 7,707

目標 -

章 担いあうまちづくり　【その他の関連事業】

節 -

施策 -

ＮＯ 施策
事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ28以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ27）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価

　国や北海道が行っている戦没者追悼式に準じ
て、戦没者遺族をはじめ関係者の参列のもと、
市が式典を実施し、本市出身の戦没者の霊を慰
め追悼し平和を祈念する。

戦没者追悼式参列
者数

人 83 80

上記のとおり

－ －

－ ソフト
一般
会計

　戦没者の霊を慰
め、追悼すること
で二度と惨禍の起
こる事のない平和
な社会を維持する
ことを目的とす
る。

Ｈ25

戦没者の関
係者及び一
般市民

Ｈ26

上記のとお
り

Ｈ27

上記のとお
り

維持

国や北海道が行なっている戦
没者追悼式に準じて式典を実
施しており、高齢化等から参
列者が減少してきているが、
実施を希望する意見が多いこ
とや、戦争の惨禍を後世に受
け継いでいくという観点から
今後も必要と思われる。

参列者の人数等を
参考に、今後のあ
り方などを検討す
る。

100 100 100 100

Ｈ25
以前

事業開始から40年を経過し、
年々参列者が減少している
中、段階的な縮小・廃止を含
め今後の事業の在り方を検討
する。

Ｈ26

会場を、市民会館大ホールか
ら中ホールへと変えた。

回 1

Ｓ52 － ソフト
一般
会計

　市民の総意によ
る感謝の反映とし
て、市勢の発展に
寄与した方などの
功績をたたえるこ
とを目的とする。

Ｈ25

上記のとおり

Ｈ27

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

合　計

2 -

登別市名誉
市民及び功
労者表彰・
市表彰事業 総務

部
総務
Ｇ

－ － － － － －

1 -

戦没者追悼
式関係経費

保健
福祉
部

社会
福祉
Ｇ

Ｓ46

Ｈ27

上記のとおり

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

－ － －

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はなし。

維持
市勢の発展に寄与した方など
の功績をたたえるため、引き
続き行う必要がある。

市勢の発展に寄与
した方などの功績
をたたえるため

1 1 1 1 1

Ｈ25
以前

市勢の振興発
展に寄与した
方や、本市の
自治、社会、
産業、教育文
化、体育等に
顕著に功績が
あった方（登
別市功労者表
彰条例）

市勢の振興発展に寄与した方や本市の自治、社
会、産業、教育文化、体育等に顕著な功績が
あった方を表彰した。

登別市功労者表彰
条例、登別市功労
者表彰条例施行規
則

表彰回数

合　計

3 -

市バス運行
業務委託事
業

総務
部

総務
Ｇ

Ｓ52 －

－ － － － －

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

上記のとおり

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ26

福祉バスを含めた市行事等で
の利用が不可欠であるため、
市バスについては、必要であ
ると考えるが、委託方式によ
るか直営方式によるか検討が
必要である。

平成２７年度中に
決定する方針に基
づき、事業を継続
する。

300 300 300

Ｈ25
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

改善

上記のとおり

－ －

登別市車両管理規
程

年間使用件数 件 301 300

Ｈ25

市が主催する
行事、調査、
視察及び研修
参加者、また
は、市長が特
に認めたもの
（登別市車両
管理規程）

Ｈ27

平成２７年度で本委託業務が
終了することから、市バスの
使い方を含めた市としての方
針の見直しを行う。

合　計

4 -

ふるさとま
ちづくり記
念品購入費

総務
部

総務
Ｇ

H21

－ － － － － －

ソフト
一般
会計

　市バスを効率的
に運行することに
より、市民サービ
スの向上を図るこ
とを目的とする。

　市の各種事業にかかる参加者等の送迎のた
め、バスの運行業務を民間事業者に委託した。
【委託期間】
　平成23年４月１日から平成28年３月31日まで

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり

寄附者に対して、寄附金額に応じた感謝の気持ちを込めて
登別市の特産品等を贈呈する。

登別市ふるさとま
ちづくり応援寄附
条例、登別市ふる
さとまちづくり応
援寄附条例施行規
則 寄附件数 件 75 804

上記のとおり 上記のとおり

寄附金額

Ｈ25

ふるさと納
税者

Ｈ26

上記のとお
り

Ｈ27

上記のとお
り

改善

登別市の発展と活性化のた
め、寄附者に登別市の特産品
等を贈呈して、感謝の意を示
すことにより、登別市のＰＲ
にもつながることから、事業
を実施することは妥当であ
る。そのためさらなる寄附の
拡大を図るため、引き続き人
気の農・海産物などを視野に
入れた記念品の見直しを行
う。

クレジットカード
決済の導入を目指
すとともに、人気
の農・海産物を視
野に入れた記念品
の見直しを行って
いく。

1,500 1,500 1,500 1,500

Ｈ25
以前

これまで、寄附者に贈呈する
特産品などについて検討を
行ってきたところではある
が、平成25年度からコンビニ
収納を行い、寄附者の利便性
の向上を図った。

Ｈ26

寄附者に贈呈する記念品の見
直しを図るとともに、寄附者
を紹介する制度を設けること
で、寄附者及び寄附金額の増
加を目指した。

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ27

これまでと同様に寄附者に贈
呈する記念品の見直しを行
い、さらに寄附者及び寄附金
額増加のためクレジットカー
ド決済の導入を目指す。

合　計

2,000 18,418 30,000 30,000 30,000 30,000千円

－ ソフト
一般
会計

　ふるさとまちづ
くり応援寄附者に
感謝の気持ちをこ
めて、登別市の特
産品等を贈呈する
ことにより、寄附
金による歳入確保
と登別市のＰＲを
行うことを目的と
する。


